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4月4日、市内の小学校では、いっせいに入学式が行われ、 1，667人が小学生の仲間入りをしましたの

4月 3日に開校したばかりの南小学校でも、お母さんやお父さんに手を引かれたピカピカの新入生か- 緊張した

表情で校門をくぐりました。式典では担任の先生の紹介などカ、ありましたが、教室に入ってからは、学校の雰囲気

にも慣れてきた様子で、先生のお話にも「はい」と元気に答えていました(=写真)。

主な内容 市民と市長の日

毎月 1日に行っています「市民と市
長の日」を、来月は都合により 5月2
自体)午前9時から午後 4時まで、市役

所3階市長室で行います。お気軽にお
でかけください。
、I、f、r、/"'-/、f、f、f、r、f、

農地問題相談日

「農地問題相談」を 5月1日(刈午前
8時30分から午後5時ま で、市役所2
階段業委員会事務局で行います お気
軽におでかけください。

南小学校が開校・-一・…・-……・・……….....…… 2・3ページ
「真固まつり J 4月21・22日に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー...............4ページ
公共下水道、受益者申告書は 6月末日までに・・・・・・一…・一....5ページ
上田市自治会連合会、 59年度の新役員決まる一.....一.........6ページ
中小企業融資が充実・・・・一.......・・…....一一..............一'..6・7ページ
カメラレポ・・・

・6 ページ
資源活用広場など開催・・・ーー・…・・・・…ー…..一一一一・・・…一.......9ページ
お知らせ・・ .......10・11ページ
市職員人事異動…...…・・・一一…・一…・…・・一…・一-…・・一...一一・12ページ
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中
之
条
地
籍
に
建
設
し
て
い
た
南

小
学
校
の
校
舎
三
棟
が
、
先
ご
ろ
完

成
し
、
三
月
二
十
八
日
に
は
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
四
月

三
日
に
は
、
全
校
児
童
も
出
席
し
て

開
校
式
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
十
月
に
着
工
さ
れ

た
南
小
は
、
敷
地
面
積
が
約
二
万
六

千
三
百
平
方
日
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

と北校舎

ー
ト
三
階
建
て
の
校
舎
三
棟
は
延
べ

面
積
約
六
千
四
百
平
方
山
で
す
。

こ

の
校
舎
に
は
、
普
通
教
室
二
十
二
、
特

殊
学
級
教
室
こ
の
ほ
か
、
音
楽
室
、

理
科
室
、
視
聴
覚
室
、
図
書
室
な
ど

の
特
別
教
室
が
十
室
あ
り
ま
す
。

体
育
館
(
床
面
積
千
三
百
五
十
平

方
灯
)
は
、
現
在
、
内
装
工
事
が
進

め
ら
れ
、
六
月
中
に
は
完
成
の
予
定

で
す
。
プ
ー
ル
は
今
月
か
ら
工
事
を

始
め
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
は
完

成
さ
せ
る
計
画
で
す
。
な
お
、
総
事

業
費
は
、
用
地
費
を
含
め
約
二
十
二

億
五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

竣
工
式
は
、
永
野
市
長
、
滝
沢
教

育
長
、
市
議
会
議
員
、
地
元
関
係
者

の
皆
き
ん
な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席

二
日
、
開
校
式
の
あ
い
さ
つ
で

し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ー
ト

の
後
、
永
野
市
長
は

「
南
小
は
、
昭

和
三
十
六
年
の
第
五
中
学
校
以
来
、

二
十
三
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
新
設
校

で
す
。
緊
縮
財
政
の
中
、
二
十
二
億

円
を
超
え
る
巨
費
を
投
じ
ま
し
た
が、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
子
供
た
ち

が
立
派
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

南
小
は
、
市
立
小
中
学
校
通
学
区

域
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、
城
下
、

川
辺
両
小
学
校
の
児
童
数
の
過
密
を

解
消
す
る
た
め
、
市
内
十
八
番
目
の

小
学
校
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
数
は
約
七
百
七
十
人
で
、
通
学

区
域
は
中
之
条
、
千
曲
町
、
下
之
条
、

半
過
、
そ
れ
に
川
辺
町
の
一
部
で
す
。

南小の正門

川
辺
小
で
五
年
間
一
緒
に
勉
強
し

て
き
た
友
だ
ち
と
別
れ
た
の
は
残
念

で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
、
新
し
い
友
だ

テ
1
。フ
カ
ッ
ト

レ
ム
、
町
民
、

やかさん
6年2組)
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二
目
、
開
校
式
の
あ
い
さ
つ
で

竣
工
式
・
開
校
式

ア
!
。
フ
カ
ッ
ト

よ
い
思
い
出
に

緊
張
・
責
任
・
喜
び
・
・
.

だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
が
、
南
小
に
対
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
な
い
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
三
十
一
名
の
教
職
員
は
、
こ
の
子

供
た
ち
が
二
十
一
世
紀
を
生
き
抜
く

こ
と
が
で
き
る
人
間
と
な
れ
る

4
7、

模
索
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
今
日
の

感
激
を
忘
れ
ず
に
、
私
た
ち
は
一
丸

と
な
っ
て
、
南
小
の
歴
史
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
四
月

今
日
の
感
激
を

忘
れ
ず
に武捨孝之さん

(南小校長・56歳)

南
小
の
第
一
印
象
は
、
す
べ
て
が

新
し
い
こ
と
と
、
校
舎
が
三
階
建
て

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

音
楽
室
は
広
く
て
、
図
工
室
も
ち
ゃ

ん
と
あ
る
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た。

だえ

地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
こ
の
よ

う
に
立
派
な
校
舎
を
建
設
し
て
い
た

つー (3)一一一昭和59年4月16日 広報

南小の開校まで

川
辺
小
で
五
年
間
-
一
緒
に
勉
強
し

て
き
た
友
だ
ち
と
別
れ
た

の
は
残
念

で
す
か
、
こ
ち
ら
で
は
、
新
し
い
友
だ

ち
が
た
く
さ
ん
で
き
そ
う
な
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
悲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
時
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
が
、
よ
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
(
三
月
二
十
八
日
、
竣

工
式
の
テ

l
プ
カ
ッ
ト
で
)

私
た
ち
6
年
生
は

第
一
回
卒
業
生

五
年
間
仲
良
く
や
っ
て
き
た
城
下

小
の
友
だ
ち
と
別
れ
た
の
は
悲
し
い

こ
と
で
す
が
、
反
面
、
校
舎
も
友
だ

ち
も
新
し
く
な
っ
た
の
で
、
う
れ
し
い

久保さやかさん
(南小・ 6年2組)

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
通
学
時
聞
が
、

以
前
は
四
十
分
か
か
っ
た
の
に
、
南

小
へ
は
十
分
ほ
ど
で
着
く
の
で
、
と

て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
六
年
生
は
、
南
小
の
第
一

回
卒
業
生
に
な
る
の
で
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
で

は
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
市
長

き
ん
と
並
ん
で
で
き
た
の
で
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
(
三
月
二
十
八
日
、

竣
工
式
の
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
で
)

全校児童も出席して開校式 (59年4月)
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水
道
事
業
管
理
者
に

堤

強
さ
ん

ー第 909号W9号』

Jハ、

真
固
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
今

年
の
「
真
固
ま
つ
り
」
を
四
月
二
十

一
・
二
十
二
日
の
両
日
に
開
催
す
る

こ
と
を
、
こ
の
ほ
ど
決
め
ま
し
た
。

真
固
ま
つ
り
は
、
昨
年
の
築
城
四

O

O
年
祭
の
行
事
「
真
田
武
者
行
列
」

と
、
上
回
商
工
会
議
所
な
ど
が
行
っ

て
い
た
「
き
く
ら
ま
つ
り
」
を
併
せ

て
、
市
民
の

J

ニ
大
ま
つ
り
。
の
一

つ
に
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
(
三
大
ま
つ
り
は
、
他
に
「
上
回

わ
っ
し
ょ
い
」
「
え
び
す
ま
つ
り
」
)

ハ
ッ
ス
ル
の
ど
自
慢
大
会

四
月
一
日
付
で
、
水
道
事
業
管
理
一

者
に
堤
強
き
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
一

た
。
前
任
の
小
富
山
好
大
き
ん
は
、
.

昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
御
苦
労
い
一

た
だ
き
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
一

退

職

さ

れ

ま

し

た

。

.

堤

強

さ

ん

(

つ

つ

み

つ

よ

し

、

-

五
十
四
歳
、
中
央
三
一

O

一
一

五
)

略
歴
:
・
中
央
大
学
専
門
部
法
学
科
一

卒
、
上
田
市
福
祉
事
務
所
長
、
同
一

古
閑

γ中
飢
附

E
K、
日
間
晶
刑
執
杏
同
中
仇

E
K

t:: 

、
ス
上
回
コ
ン
テ
ス
ト

「
ミ
ス
上
回
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、

四
月
二
十
一
日
出
午
後
五
時
か
ら
、

上
田
市
民
会
館
で
聞
き
ま
す
。

十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
未

婚
女
性
が
出
場
し
ま
す
。
審
査
員
は

上
田
市
長
な
ど
十
三
人
で
、
ミ
ス
上

回
二
名
、
準
ミ
ス
上
回
三
名
、
入
選

者
五
名
を
選
び
ま
す
。
ミ
ス
上
回
に

は
、
グ
ア
ム
島
招
待
な
ど
の
賞
品
が

贈
ら
れ
る
ほ
か
、
今
後
一
年
間
、
全

市
的
な
行
事
に
出
場
し
て
も
ら
う
予
」

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花

火

競

演

大

会

「
花
火
競
演
大
会
」
は
、
四
月
二

十
一
日
出
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
、

上
回
公
園
内
の
市
営
陸
上
競
技
場
で

行
い
ま
す
。
県
下
煙
火
師
の
皆
き
ん

が
打
ち
上
げ
る
花
火
は
、
夜
空
を
彩

り
、
「
真
固
ま
つ
り
」
を
い
っ
そ
う
盛

り
上
げ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

真

田

武

者

行

列

「
真
田
武
者
行
列
」
は
、
四
月
二

十
二
日
目
、
午
前
十
一
時
に
上
田
城

を
出
発
し
て
、
海
野
町
、
松
尾
町
、

原
町
の
順
に
練
り
歩
き
ま
す
。

今
回
は
、
真
田
幸
隆
・
昌
幸
・
幸

村
、
猿
飛
佐
助
な
ど
で
有
名
な
真
田

十
勇
士
、
そ
れ
に
ミ
ス
上
回
の
二
人

が
ふ
ん
す
る
姫
も
加
わ
っ
て
総
勢
約

二
百
人
。
き
な
が
ら
、
戦
国
時
代
め

絵
巻
物
を
再
現
し
ま
す
。
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二
百
人
。
き
な
が
ら
、
戦
国
時
代
的

絵
巻
物
を
再
現
し
ま
す
。

略

歴

:・
中
央
大
学
専
門
部
法
学

一

-
t

卒
、
上
田
市
福
祉
事
務
所
長
、
同

一

言

F

商
工
部
長
、
同
教
育
次
長

一
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受
益
者
申
告
書
は

6
月
末
日
ま
で
に

賦課対象区域の皆さんへ

公共下水道|

市
は
、
公
共
下
水
道
第
三
期
工
事

区
域
の
う
ち
、
昭
和
五
十
九
年
度
か

ら
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
対
象
区
域

を
、
左
記
の
と
お
り
公
告
し
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
金
は
、
五
十
九
年
度
か

ら
五
か
年
に
分
割
し
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
対
象
区
域
内
に
土
地

を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
、
四
月

中
旬
ま
で
に
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
を
直
接
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
よ
く
御
覧
い
た
だ
き
、
六
月

末
日
ま
で
に
資
産
税
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

1
資
産
税
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6
)

農
地
な
ど
は
徴
収
猶
予

農
地
、
山
林
、
原
野
、
雑
種
地
、
池

沼
な
ど
は
、
受
益
者
負
担
金
が
徴
収

猶
予
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
益
者
の

申
告
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
「
徴

収
猶
予
申
請
書
」
に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
宅
地
化
き
れ

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
徴
収
さ

れ
ま
す
。

f三えつ報広
一

1
公

告

l

一
下
水
道
事
業
の

一
受
益
者
負
担
対
象
地
区

日
上
回
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

則
者
負
担
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
日
年

イ
条
例
第
印
号
)
第

5
条
の
規
定
に
よ

狩
り
、
上
回
都
市
計
画
事
業
の
受
益
者

間
負
担
金
賦
課
対
象
区
域
を
次
の
と
お

寸
り
公
告
す
る
。

一

上

田

市

長

一
賦
課
対
象
区
域

何

①

東

部

地

区

一

踏

入

二

丁

目

、

②
北
部
地
区

中
央
四
丁
目
、
中
央
五
丁
目
、

中
央
東
、
中
央
北
一
丁
目
、
中
央

北
二
丁
目
、
中
央
北
三
丁
目
、

中
央
西
一
丁
目
、
中
央
西
二
丁
γ

目
、
常
磐
城
一
丁
目
、
常
磐
城

マ

二
丁
目
、
常
磐
城
三
丁
目
、
常
磐

城
四
丁
目
、
常
磐
城
五
丁
目
、

常
磐
城
六
丁
目
、
緑
が
丘
一
丁

目
、
緑
が
丘
二
丁
目
、
緑
が
丘

三
丁
目
、
大
字
上
田
、
大
字
常

磐
城
、
大
字
秋
和

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
、
下
図

面
の
と
お
り
。

第3期下水道事業

受益者負担金59年度賦課対象区峻

口
座
振
替
の
利
用
を

受
益
者
負
担
金
の
納
入
に
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。
手
続
き
は
、
市
内
各
金
融
機
関
か

収
税
課
の
窓
口

へ
印
鑑
と
預
金
通
帳

を
お
持
ち
に
な

っ
て
行

っ
て
く
だ
き

※
お
問
い
合
わ
せ

l
下
水
道
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線

3
5
8
)

永
野
裕
貞

国
分
一
丁
目



だ 昭和59年 4月16日一一一一(6)ーえ広報う

上田市自治会連合会

昭和59年度の新役員決まる
昭和59年度・上田市自治会連合会の新役員の皆きん
が、このほど決まりました。

任期は、 4月1日から 1年です。

(敬紘略)

参与 橋 三面土口 男

参与 水 出 普 助

参与 久 保 増 雄

会長 国 中 直 西部地区連合会長

副会長 関 延 雄 東部 " 
" 相P 沢 豊殿 " 
" 曲 尾 勝 西梅田 " 
" 春 原、 勝 衛 室賀 " 
評議員 水 出 善 助 南部 " 
" 神 尾 精 中央 " 
" 橋 圭ロ土ロ 男 北部 " 
" 久保田 良 平 城下 " 
" 中 島 大 ムノ、塩尻 " 
" 新 井 正 J台 五川生 辺田 " 
" 太 回 直 司 神川 " 
" 品目 谷 広 務 神科 " 
" 水 野 幸 男 中海田 " 
" 桜 井 貞 義 東塩田 " 
" 高 軒 甚 市 富士山 " 
" 久 イ呆 増 雄 別所 " 
" 生 島 千 一 y甫里 " 
" 赤 羽 幸 雄 小泉 " 
獄事 f五』 井 正 南天神町自治会長!

" 西 沢 正 ヨEコ王 上室賀自治会長 l

土
地
取
得
資
金
の
新
設
な
ど

中
小
企
業
融
資
が
充
実

E者

ド1ト

台骨

上
田
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
融

資
)
は
、
市
内
の
多
く
の
商
工
業
者

の
皆
き
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
融
資
を
利
用
さ
れ
て

い
る
商
工
業
者
に
代
っ
て
信
用
保
証

協
会
に
保
証
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す

が
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
そ
の
保

証
料
が
約
三
千
八
百
万
円
に
な
り
・ま

?
し
れ
ん
。

ー第 909号

こ
の
四
月
一
日
か
ら
は
、
土
地
取

得
資
金
の
新
設
な
ど
、
さ
ら
に
内
容

を
充
実
き
せ
て
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
改
正
の
主
な
内
容
v

①
土
地
取
得
資
金
を
新
設
し
ま
し
た
。

②
貸
付
金
利
を

0

・
二
%
引
き
下
げ

本
A
F
1
レ
わ
~
。

①
融
資
あ

っ
せ
ん
の
迅
速
化
を
図
り

ま
し
た
。

〈
中
小
企
業
融
資
の
内
容
〉

中
小
企
業
融
資
の
詳
細
は
、
次
ペ

ー
ジ
の
表
を
御
覧
く
だ
き
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

商
工
課
商
工
相
談
所
宮
⑫
4
1
0

0
内
線

6
0
4
、
塩
田
商
工
会
宮
⑩

3
6
1
0
、
川
西
商
工
会
合
@
2
0

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

か不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
き
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す

が
、
紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品

登
録
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、

取
り
引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

コンビラック 1，000円 フラ ンコ

ママコート 1，000円 すべり台

ゆりかご 話し合い 電気こたつ

ハンモック品 話し合い 冷蔵庫

電気毛布 3，000円 電気スタンド

電撃殺虫器 10，000円 カラーテレビ

ビール等冷却ケース 30，000同 テレビアンテナ

カセットコン ロ 500円 折りたたみいす

マットレス 3，000円 テニスラケット

洋服タンス 5，000円 スキー一式靴18cm

マッサージ機 3，000円 フィギアスケート 18cm 

紬の反物 20，000円 スキー靴 23.5cm 

流し台 40，000円 勉強机

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 物置

h同・ どんなものでも登録しましょう。 犬のオリ

( 4月7日現在)不用品登録情報(主なもの)

卦岳

間

〉

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありま したら、、生活環境

課生活係(宮⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
。紹介後のトラフ・ルなどについては、責任を負いかねますので御了承

ください。



主阻恒H引白③C'lO
。
円
。
的

問

的
情_)4.!。

@濯桝ペや午、と~見l咽己点j図<:::'
禍事!長年，¥¥や〈同¥QH'..tJ.品。'判

_J~。

_f::_ t=日 T行司ョ -'J、 壬主主 事長雨虫予雪E一一 軍主

宮正 金 名 1M! まを 責寸 当え 資金使途 貸付限度 貸付率 合利伴)n付期間 11;1， 吉吋 f~止 l~\[ 人 llll~~ tJrAtfti 主ょ 11.1.阻止1料H¥ 制法令融機関!

(1) 市内に居住し、市税を完キ句しているもの 'ti: 給
(2) 市内に応舗、工場、事務所または事業所を有するもの

運転資金 700万円 6.8% 
36か月 6かIl

1 市内に居住(3) 常時使用する従業員の数が30人未満であること 以内 以内
(4) 同一事業の営業実績を継続して 1年以上有すること し、独立の生

中小企業資金 ((5)) 信用保証協会の定める対象業純を営むもの
必要資金

計を営み保証
6 その他市が定めるもの

能力があり、
※ ただし、信用保証協会の代位弁済により求償偵 設備資金 1，200万円

の80%以
6.8% 
84か月
向上

務を負担している人および金融機関と取引停止中 内 以内 市税を完納し

の人は除〈 (土地取得剛%) ている人

不況対策
3か月の売上向カ、前年同期の平均売上に比して10 2 信用保証協

要必
1'5) 全

%以上減少しているもの 運転資金 600万円 会の代イ立弁済 等資金
※ ただし、経理の不明確なものは1¥余〈 額

(1) 現在営んでいる事業を紛少しつつ事業転換する
6.3% による求{引責

応し 月
八卜二銀行

不況対策 運転資金 60か月 12か月 務を負tH.して 市
転業資金 もの

設備資金
700万円

徴すて
n武 太|ぬf!1JpjlHJ

特別資金 (2) 市の指定する機関で経営指導を受けたもの 以内 以内 いない人
負{賞 iHf'民L

倒産防止 過去 1年間に取引先企業が倒産するなどの理由に
本利41子人.-75制55負%% 給jIJ. 

"flj車rl{;-I

金 よる関連倒産防止のための資金
運転資金 1，000万円 ( 2人以上) る 還 担官主 l七'PI'fllFdlU J・

土
(1) 従業員の数が製造業にあっては20人以 F、商業、

36か月 6かJJ 得I取也
r!il人J{干支J，l[

サービス業にあっては5人以下で資本金が300万円 運転資金 J.ij( ~'J としてとら
以下のもの 以内 以内

なし、。ただし、
小規模企業事業資金 (2) 信用保証協会の保証残高が 1，000万円を超えな 350万円 6.3% 

法人は(1人以
グ〉

し、もの 60か月
取得地用(3) すべての無担保無保証人制度の合計が350万円以 設備資金

以内
向上 上)必要 仁ltl!，;凶イIi:/>Ii

下のもの [-.Hllfl向L
(1) 25歳以上で市内に 1年以上居住し、市税を完納 ftJ車Il{;-
しているもの 運転資金 72か月

Li 
独立 開 業資金 500万円 7.0% 向上 ( 2人以上) 本Jrlf、作:!(J，'，

(2) 開業まで継続して中小企業の同一事業所に 5年 設備資金 以内
以上勤務し、同一業種を隈業しようとするもの

保間証協会
共 同 事業資金

中小企業等協同組合法に基づく事業協同組合および 運転資金
3，000万円 6.8% 

96かけ
同|二

組イ干の役H
商庖街振興組合法に基づく商庖街振興組合であること 設備資金 以内 ( 3人!-:.l.1-.) 

(1) 公害防止のための設備などを施工するものであ
必要資金

本人ftrH_ 

公害防 止 資金
ること

設備資金 800万円 の80%以
5% 84か月

向上 グ〉
(2) 市の指定する機関で公害防止の指示を受けたも

内
利子補給 以内

{呆のであること 1.8% 

商経工備業資施金設 公共事業のために庖舗などの新築 ・改築・移転な 設備資金 1，000万円 向上 向上 |司 l二公共事業 どをおこなうためのものであること ( 2人以上)
す徴る資 金 共資同事業金 (1) 公共事業の対象となった中小企業団体であること 運転資金 1，500万円 向上 向上 同 l二(2) 公共事業の推進に協力するものであること 設備資金

大型 庖 対策 (1) 大型庖の進出により大きな彬特を受ける卸売業、
運転資金 60か月 12か月

特 別近代 化資金
小売業であること

設備資金
700万円 6.5% 

以内 以内(2) 市の指定する機関で経営指導を受けたもの

(1) 市が定める中小企業者つであって、市が認める地

工場 用地取得資金 域供へ移転立地をおこな もの 設備資金 3，000万円 7.0% 
120か月

向上(2 用地取得後1年以内に、その土地を企業の用に 以内
することが確実なもの

I
h叩
由
。
∞
総

1("町、

器

国

田
宮
市
民
マ
ま
山
口

E
T
i
l
l
s
-

主J

'1'( 

(注)返済日経過後の利子は補給しません。



V
日
曜
広
場
が
オ
ー
プ
ン

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
た
海
野
町
日
曜

広
場
が
、
四
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
海
野
町
の
新
小
学
校

一
年
生
七
人
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
曜
広
場
は
、
十
月
二
十
八
日
ま

で
の
毎
日
曜
日
開
設
さ
れ
ま
す
。

、ー..--

企フレッシュマンを激励

上田市、丸子町、東部町など主催の「新卒就職者激励会」が、 4月6日上

田市民会館で、 フレッシュマン約1，200人が出席して聞かれました。主催者を

代表してあいさつした永野市長は「健康には十分注意して、企業の発展、さ

らには地域発展のために頑張ってほししりと激励。続いて篠ノ井旭高校長の

若林繁太さんが、「現代若人に期待するもの」と題して記念講演をしました。

高ご司 J 酒運開閉烈士J 予rfL.. _'__-。。。。。。
喝ミ.，.

W9号~

、、-

4人気の緑化木頒布会
上田市など主催の「緑のまつり」が、 4月 7・8日の両日、上

回公園の西口付近で行われました。まつりの期間中には午前と午

後の 2回、緑化木の苗木頒布会が行われましたが、イチイやツツジ

などが無料で配布されるとあって、開始直前には約300人が行列す

るほどの人気でした。

~ 

資
.
保
活
明
広
場
伝
ピ
問
屋

実
用
品
)
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

*
修
理
コ
ー
ナ
ー

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
宮
下
か
め
の
様

(
中
村
)
手
編

み
の
ま
く
ら
カ
パ
1

十

枚

一

人

暮

ら
し
老
人
の
皆
き
ん
に

マ
老
人
ク
ラ
ブ
豊
殿
支
部
婦
人
部
樟

ぞ
う
き
ん
七
十
六
枚
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
へ

マ
守
口
興
和
横
(
常
国
二
)
洋
画

一
額
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

へマ
上
田
友
の
会
樟
い
す
座
布
団
六

十
六
枚
母
子
家
庭
な
ど
の
小
学
校

入
学
児
童
の
皆
さ
ん
に

マ
中
沢
貞
夫
様

(
大
手
二
)
十
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

てマ
妙
光
寺
寒
修
行
者
一
両
横
三
万

円

社

会

福

祉

基

金

の
積
立
金
と
し

てマ
綿
半
鋼
機
株
式
会
社
上
田
庖
様

小
学
校
入
学
児
童
文
具
セ
ッ
ト
八
点
、

中
学
校
入
学
生
徒
文
具
セ
y

ト
十
五

点
生
活
保
護
世
帯
の
小
学
校
入
学

児
童
、
中
学
校
入
学
生
徒
の
皆
さ
ん
に

マ
山
越
完
吾
機

(
東
京
都
・
中
野
区
)

石
け
ん
百
二
十
個
入
り
二
十
五
制

社
会
福
祉
地
設
、
生
活
保
護
世
帯
の

比
白
々
C
'ん
へ

へ
次
べ

l
J
下
段
、
J

'

度、
、マ
上
回
電
報
電
話
局
機
「
学
校
だ

よ
り
」
フ
ァ
イ
ル
千
七
百
二
十
個
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実
用
品
)
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

牢
修
理
コ
ー
ナ
ー

刃
物
の
研
ぎ
、
靴
・
か
さ
の
修
理

を
し
ま
す
。
皆
き
ん
の
周
り
で
眠
っ

て
い
る
こ
れ
ら
の
品
物
を
お
持
ち
く

だ
き
い
。

資
源
活
用
広
場
な
ど
開
催

5
月
日
日
・
市
役
所
駐
車
場
で

市
で
は
か
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
u

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く

た
め
、
「
資
源
活
用
推
進
本
部
」

(本

部
長
・
永
野
市
長
)
を
設
置
し
、
毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
「
第

え
十
回
資
源
活
用
広
場
」
と
「
第
五
回

、
つ
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
L

を
次
の
と

報

j
Eじ
ま
す
一
;
;
;
;
:

広

一
と
き
・
:
五
月
十
三
日
同
(
雨

…

一

ゲ

天
の
場
合
は
二
十
日
制
)
午

一

一

泊

前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後

一

一

~

二
時

ゲ

竺
連
続
冬
日
が

同
月
組

後

・年
一
野
己
ヨ
求
。
叩
ヨ

回

一

合

理

署

員

osnυ
十

l
r
E

エ
小
，
.

刀
口
・

4

一
こ
の
冬
は
、
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い

一
一

寒
き
が
続
き
ま
し
た
。
上
回
に
お
い

一
一
て
も
、
連
続
冬
日

(冬
日:・
最
低
気

ω
一
温
が
氷
点
下
に
な
る
日
)
が
百
十
日

だ

と
こ
ろ
:・
市
役
所
駐
車
場
と
そ

の
周
辺

資

源

活

用

広

場

*
不
用
品
コ
ー
ナ
ー

家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
を
、

美
術
商
組
合
の
皆
さ
ん
が
代
理
で
「セ

リ
」
に
よ

っ
て
販
売
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
品
を
御
希
望

の
皆
き
ん
は
、
当
日
午
前
八
時
か
ら

九
時
ま
で
に
、
不
用
品
の
運
び
込
み

と
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。
セ
リ
に

よ
る
代
理
販
売
の
場
合
、
販
売
手
数

(五
十
八
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
五

一

十
九
年
三
月
三
十
日
ま
で
)
と、

記

一

録
を
更
新
し
て
し
ま
い
ま
し
た。

今
ま
で
の
最
長
が
、

四
十
八
年
十

一

一
月
十
九
日
か
ら
四
十
九
年
二
月
十

一

九
日
ま
で
の
九
十
三
日
で
し
た
の
で
、

こ
の
冬
が
い

か
に
長
く
厳
し
か
っ
た

一

か
、
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
か
と
思

一

い
ま
す
。

…

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

料
と
し
て
販
売
価
格
の一

O
%を
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
五
百
円
未

満
の
場
合
は
無
料
で
す
。
(
精
算
は
午

後
三
時
か
ら
四
時
)

*
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
品

(汚

れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
、
す
べ
て

市
内
各
事
業
所
の
協
賛
に
よ
る
「
む

だ
を
な
く
す
生
活
展
」
を
、
広
場
と

併
設
し
て
開
催
し
ま
す
。
生
活
展
の

内
容
な
ど
は
、
次
号
の
「
広
報
う
え

だ
」
に
掲
載
し
ま
す
の
で
御
覧
く
だ

去
」
い
。

盛況だった昨年の資源活用広場

上田市資源活用推進本部

(事務局 生活環境課生活係)

合⑫4100内線301・有線②0671

社
会
福
祉
地
誌
、
生
活
保
護
世
帯
の

皆
き
ん
へ

マ
上
回
電
報
電
話
局
機
「
学
校
だ

よ
り
」
フ
ァ
イ
ル
千
七
百
二
十
個

小
学
校
新
入
学
児
童
の
「
学
校
だ
よ

り
」
整
理
用
と
し
て

マ

塩

沢

享

様

(
上
室
賀
)
一
人

三
百
円
の
貯
金
済
み
貯
金
通
帳
百
十

二
冊

浦
里
・
室
賀
・
小
泉
小
学
校

の
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
に

マ
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野
支
庖
樟
、

安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
長
野

支
社
様
、
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

長
野
分
室
様
、
安
田
信
託
銀
行
株
式

会
社
様
、
芙
蓉
交
通
安
全
協
力
会
撒

交
通
事
故
傷
害
保
険
っ
き
「
黄
色
い

ワ
ッ
ペ
ン
」
千
七
百
枚
小
学
校
新
入

学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

マ
早
川
市
邸
機

(
岩
手
県
水
沢
市
)

三
十
万
円
報
恩
寮
の
施
設
整
備
費

と
し
て

マ
上
田
信
用
金
庫
樟

交
通
安
全
桧

図
入
り
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
千
六

百
九
十
枚
小
学
校
新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
に

マ
根
津
酸
素
株
式
会
社
様

円
上
田
市
育
英
会
へ

マ

匿

名

二
十
五
万
円

祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

五
十
万

社
会
福

〈
交
通
安
全
標
語
〉

危
険
で
す

そ
の
信
号
の

変
わ
り
ば
な



だ 昭和59年4月16日一一一一(10)ー

お知らせ
上
田
市
高
齢
者
学
園

え

学
生
を
募
集

λ
J
 
社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

報広
市
で
は
、
新
し
い
知
識
や
新
し
い

一
仲
間
を
得
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
人

一
間
性
豊
か
な
老
後
を
送
っ
て
い
た
だ

一
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
上
田
市
高

一
齢
者
学
園
」
を
開
設
し
ま
す
。
健
康

一
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
皆
さ
ん
な
ら
、

一
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

一
応
募
資
格
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
お

一
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人

一
定
員
:
・
約
八
十
名

一
教
室
:
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
二
階

号

小

ホ

ー

ル

側
学
習
期
間
・
:
六
月
か
ら
来
年
三
月
ま

第
で
の
っ
ち
の
十
七
日
間
、
-
日
四

戸

時

間

09号~

計
量
モ

タ

を

春の全国交通安全運動ガ4月6日から15

:日ぎで行われまし疋。初日の6日には、家

:野市長(=写真右〕、竹内市議会議長など関

:係者ガ駅前や中央交差点で街頭指導をして

:受通安全を訴えまし定。

学
習
内
容
・
:
一
般
教
養
、
創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

申
込
期
間
・
:
四
月
二
十
日
働
か
ら
五

月
十
日
嗣
(
た
だ
し
、
期
間
中
に

定
員
を
満
た
し
た
場
合
は
、
事
前

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

申
込
先
:
・
市
役
所
社
会
課
、
各
公
民

館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
込

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
記
入

の
う
え
御
提
出
く
だ
さ
い
。

「
道
路
後
退
」
用
地
の

寄
付
を
受
け
ま
す

管
理
課
宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
4
6

建
築
基
準
法
で
は
、
都
市
計
画
区

域
内
に
建
物
を
新
築、

増
築
、
改
築

す
る
場
合
、
道
路
幅
員
が
四

μ
以
上

の
道
路
に
面
し
て
い
な
け
れ
ば
、
建

市内
役大
所手
商一
工|

課一
、計一
。量|
係ー
ま六
で
お上
申回

築
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
例
と
し
て
、
一
・
八

U

以
上
、
四
灯
未
満
の
道
路
に
接
し
て

建
築
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
道
路
の

中
心
線
か
ら
二
灯
後
退
す
れ
ば
、
建

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

灯
の
線
ま
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が
個

人
の
敷
地
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
道

路
で
あ
る
」
と
み
な
き
れ
る
わ
け
で

す
。
そ
の
中
へ
は
、
家
(
軒
先
も
)

は
も
ち
ろ
ん
、
門
、
塀
、
土
留
な
ど

一
切
の
構
築
物
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
(
図
①
参
照
)

こ
れ
を
「
道
路
後
退
」
と
い
っ
て
、

そ
の
両
側
の
人
た
ち
が
、
新
築
、
増

築
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

道
路
の
中
心
線
か
ら
二
灯
ず
つ
後
退

し
て
、
将
来
は
道
路
が
四
訂
以
上
に

広
が
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

ま
た
、
片
側
が
、
が
け
地
、
川
、

線
路
敷
地
な
ど
に
沿
っ
て
い
る
道
路

の
場
合
に
は
、
一
方
的
に
四
訂
後
退

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
図
②

参
照
)
道
路
後
退
し
た
部
分
の
用
地
を
市

へ
寄
付
き
れ
た
場
合
、
市
で
は
分
筆
、

登
記
を
代
っ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
用
地
を
寄
付
さ
れ
る
方
は
、
建

設
部
管
理
課
ま
で
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

道路の反対側に川やガケなどがある場合には、

その境界線から4.0m後退してくだきい。

図2道路幅員が1.8m以上4.0m未満の
場合には、道路の中心線から2.0m
後退してください。

図|

協
議
し
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、

合
同
部
会
に
お
い
て
協
議
会
の
結
果

「一一ー一一一-

』一--ー一ーー

物建

後
退
線
(
敷
地
と
道
路
の
境
界
と
み
な
す
)

「ー一一一ー一一一

物建

後
退
線
(
敷
地
と
道
路
の
境
界
と
み
な
す
)

物
貌
物
勿
物
勿
初
級
勿
勿
勿
物
幼
mm

こ
の
部
分
に
は
門
・
塀
は
で
き
ま
せ
ん

道路幅員

1.8m 

時一一2m

道
路
中
心
線
)

期

御



掌
習
湖
問
-
L
ハ
月
か
・

仰

で

の

う

ち

の

十

七

日

間
、

戸

時

間

さ

第 909号、

計
主主
旦

モ

タ

を

募
集
し
ま
す

商
工
霞
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
調

先
に
よ
り
得
ら
れ
た
各
種
テ
|
タ
や

意
見
、
苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お

り
昭
和
五
十
九
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー

だ

を
募
集
し
ま
す
。

え
応
募
資
格
・
:
食
料
品
関
係
の
販
売
業

、つ

を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

・
に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

幸

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

広

る

人

。
①
畳
間
の
会
議
に
出
席
で

一

き
る
人
(
年
三
回
)
②
過
去
に
計

一

量

モ

ニ

タ

ー

を

経
験
し
て
い
な
い

一

人
一
職
務
内
容
・
:
指
定
す
る
期
間
内
に
購

日
入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

F
O
 
別
日
誌
に
記
入
し
報
告
し
て
い
た
だ

4

き
ま
す
。

昨
応
募
期
限
四
月
二
十
八
日
出

間
謝
礼
・
・
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査

寸

用

は

か

り

と

分

銅

)

一
応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
、
郵
便

一

番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

ω
年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を

一

お

書

き

の
う
え
、

一T
3
8
6

市

内
に

す
る
場
合
、
遵
路
幅
員
が
四
a

、
以
上

の
道
路
に
面
し
て
い
な
け
れ
ば
、
建

内
大

手

一

一

一

一

六

上
田

市
役
所
商
工
謀
計
量
係
ま
で
お
申

し
込
み
〈
だ
さ
い

農
地
の
標
準
小
作
料
が

据
え
置
き
に

農
業
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
3
7

有
線
②
0
7
6
1

k

…~f， 
(
…
リ
…

農
地
の
賃
貸
借
に
よ
る
標
準
小
作

料
は
、
三
年
ご
と
に
改
定
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ

の
改
定
の
年
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
前
回
と
同
じ
く
、
据
え
置
き

(五
十
九
年
か
ら
六
十
一
年
ま
で
)

と
決
ま
り
ま
し
た
。

標
準
小
作
料
の
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
を
志
向

す
る
借
り
手
の
経
営
の
安
定
や
、
最

近
の
米
価
な
ど
の
動
向
に
つ
い
て
調

査
し
、
貸
し
手
、
借
り
手
の
代
表
の

皆
さ
ん
を
含
め
た
小
作
料
協
議
会
で

ζつ

I( 

協
議
し
ま
す
c

農
業
委
員
会
で
は、

合
同
部
会
に
お
い
て
協
議
会
の
結
果

を
尊
重
し
て
据
、
ぇ
置
き
に
す
る
と
決

め
ま
し
た
。

小
作
料
は
、
借
り
手
と
貸
し
手
が

話
し
合
っ
て
お
互
い
に
納
得
で
き
る

金
額
で
契
約
を
結
べ
ば
よ
い
わ
け
で

す
が
、
そ
の
目
安
と
な
る
の
が
こ
の

標
準
小
作
料
で
す
。
標
準
小
作
料
に

比
較
し
て
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
き

は
、
減
額
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
作
料
と
し
て
金
銭
の
ほ

か
に
、
耕
作
者
の
経
営
の
安
定
に
支

障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
農
業
委

員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、

金
銭
以
外
の
物
納
で
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

上田市標準小作料 (59.3.28)

農地区分 標準額 {蒲 考

1 27，500同 水稲600kg以上(道、水路条件良好凹)

2 26.000 11 580kg 

回 3 24，000 11 560kg 

4 20，000 11 520kg 

5 15，000 11 480kg 

1 13，000 普通畑上

焔 2 9，000 11 中

3 6，000 11 下

(lOa当り年)

図l5月の乳幼児健康診査
昭和59年 5月の乳幼児健康診査を下記により行います。

受付時間は、いずれも午後1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

ぷz斗x 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
5月1日 58年12月16日 - 12月31日生

5月16日 59年 1月1日 - 1月15日生

10か月児
5月2日 58年 6月16日 - 6月30日生l

5月17日 58年 7月1日 - 7月15日生
上田市保健センター

5月10日 57年10月16日 - 10月31日生
1歳6か月児

5月18日 57年11月1日 - 11月15日生

3歳児
5月11日 56年 4月l日 - 4月15日生

5月14日 56年 4月16日 - 4月30日生

4か月児
5月8日

58年12月16日-59年 1月15日生

塩田母子健康センター 10か月児 58年 6月16日 - 7月15日生
(庖団地区) l歳6か月児 5月22日 57年 9月16日 - 11月15日生

3歳児

4か月児 58年12月16日-59年 1月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 5月9日 58年 6月16日 - 7月15日生
(川西地区) 1議6か月児 57年10月16日 - 11月15日生

3歳児

※赤ちゃん手帳を御利用ください。
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市
職
員

人
事
異
動

(
四
月
一
日
付
)

〈
部
長
級
〉

マ
総
務
部
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
事
務
局
長
赤
沼
袈
裟
重

(
財
政
部
長
)
マ
財
政
部
長
北
村

郁
夫
(
消
防
部
長
)
マ
耕
地
課
長

事
務
取
扱
を
解
く
田
村
一
雄
(
農

政
部
長
)
マ
交
通
対
策
局
長
平

尾
哲
男
(
都
市
計
画
課
長
)
マ
消

防
部
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

。
組
合
消
防
長
西
村
光
夫
(
消
防
部

幸

総
務
課
長
)
マ
教
育
次
長
塩
入

広

恒

(
同
和
教
育
課
長
)

一
〈
課
長
紐
v

一

マ
環
境
行
動
班
長
事
務
取
扱
を
解
く

一
尾
見
幸
一
(
生
活
環
境
課
長
)
マ
青

一
少
年
対
策
室
長
兼
務
を
解
く
成
田

一

剛

(
社
会
課
長
)
マ
観
光
係
長
事

一

務

取

扱

を

解

く

田

中

要

(観
光

一
課
長
)

マ

転

作
促
進
研
修
セ

ン
タ

一

l
所
長
事

務

取

扱

小
池

毅

(農

一
林
課
長
)

マ

都

市

計
画

課

長

富

一

島
正
則

(
工
務
課
長
)
マ
建
築
課

号

長

上

野

貢

(

建

築

指

導

課

長

)

則

マ
建
築
指
導
課
長
田
中
進
(
建

第
築
課
長
)
マ
消
防
部
総
務
課
長

戸

上

沢
常
-
ハ
産
院
事
務
長
)
マ
工
務

えつ

課
長
高
寺
秀
邦
(
下
水
道
課
長
)

マ

青

少

年

課

長

等

々

力

寛

(
川

西
公
民
館
長
)
マ
同
和
教
育
課
長

小
林
信
宏
(
博
物
館
長
)
マ
博
物

館
長
兼
信
濃
国
分
寺
資
料
館
長
兼
山

本
鼎
記
念
館
長
宮
島
貞
之
(
塩
田

支
所
次
長
)
マ
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
樋
口
稔
(
城
南
解
放

会
館
長
)
マ
福
祉
課
長
兼
福
祉
事

務
所
次
長
石
黒
俊
一
二
(
福
祉
係
長
)

マ
報
恩
寮
長
宮
下
文
吉
(
社
会
係

長

)

マ

産

院

事

務

長

小

山

幸

(
管
財
係
長
)
マ
城
南
解
放
会
館
長

兼
城
南
公
民
館
長
上
原
哲
夫
(
保

健
予
防
課
庶
務
係
長
)
マ
土
地
改

良
課
長
山
崎
晴
康
(
耕
地
第
一
係

長

)

マ

下

水

道

課

長

池

内
四
郎

(
都
市
施
設
係
長
)
マ
福
祉
事
業
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
塩
田
支
所
次
長
岩

下
恒
雄

(
総
合
整
備
係
長
)
マ

川

西
公
民
館
長
兼
川
西
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
館
長
饗
場
民
雄
(
公
害
係
長
)

〈
係
長
紐
〉

マ
統
計
係
長
(
補
佐
)
水
出
光
夫
(
市

民
会
館
庶
務
施
設
係
長
)
マ
管
財

係
長
(
補
佐
)
春
原
重
長
(
監
査
委
員

事
務
局
次
長
)
マ
登
記
係
長
(
補
佐
)

児
玉
庸
夫
(
管
理
課
庶
務
係
長
)

マ
保
健
予
防
課
庶
務
係
長
(
補
佐
)

竹
沢
栄
一
(
高
速
交
通
係
長
)
マ

高
齢
者
婦
人
係
長
(
補
佐
)
中
曽
根

彬
(
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
)

マ
管
理
課
庶
務
係
長
(
補
佐
)
回
玉

清
(
庶
務
課
庶
務
係
長
)
マ
塩
田

支
所
庶
務
係
長
兼
振
興
係
長
(
補
佐
)

福
沢
袈
裟
雄
(
統
計
係
長
)
マ
青

少
年
課
青
少
年
係
長
(
補
佐
)
中
沢

宮
彦
(
社
会
課
青
少
年
係
長
)
マ

公
害
係
長
(
補
佐
指
定
)
生
島
隆
男

(
下
之
条
保
育
園
長
)
マ
給
水
係

長
(
補
佐
指
定
)
児
玉
甚
一
郎
(
調

査
計
画
係
長
)
マ
監
査
委
員
事
務

局
次
長
(
補
佐
指
定
)
小
林
邦
人
(
登

記
係
長
)
マ
補
佐
指
定
荒
井
鉄
雄

(
予
算
係
長
)
、
合
葉
嘉
雄
(
用
度
運

用
係
長
)
、
富
島
照
彦
(
収
税
係
長
)
、

山
崎
慶
典
(
福
祉
課
庶
務
係
長
)
、
本

房
利
治
(
林
務
係
長
)
、
三
浦
久
雄
(
建

設
係
長
)
、
内
藤
良
典
(
文
化
係
長
)
、

高
井
忠
史
(
上
小
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
庶
務
係
長
)
マ
福
祉
課
福

祉
係
長
兼
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長

宮
本
智
夫
(
学
校
教
育
課
施
設
係
長
)

マ
母
子
寮
長
角
田
マ
サ

エ

(
中
塩

田
事
業
所
長
)
マ
下
之
条
保
育
園

長
池
田
博
文
(
上
小
衛
生
施
設
組

合
庶
務
係
長
)
マ
中
塩
田
事
業
所

長
手
塚
憲
子
(
母
子
寮
長
)
マ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
竹
内
秀

雄
(
清
掃
事
務
所
庶
務
係
長
)
マ

市
民
会
館
庶
務
施
設
係
長
成
沢
勝

利

(
川
西
支
所
振
興
係
長
)
マ
農

林
課
振
興
係
長
関
勇
次
(
農
林

課
付
・
上
小
農
業
共
済
組
合
)
マ

技
術
第
一
係
長
中
沢
紀
雄
(
耕
地

第
二
係
長
)
マ
計
画
調
査
係
長

小
林
隆
利
(
農
林
課
振
興
係
長
)

マ
総
合
整
備
係
長
原
佳
克
(
構

造
改
善
係
長
)
マ
調
査
計
画
係
長

坂
口
今
朝
茂
(
給
水
係
長
)
マ
交

通
対
策
係
長
清
水
邦
雄
(
交
通
企

画
係
長
)
マ
学
校
教
育
課
施
設
係

長
手
塚
進
(
神
川
第
二
保
育
園

長
)
マ
兼
山
本
記
念
館
学
芸
員

川
上
元
(
庶
務
学
芸
係
長
)
マ

上
小
衛
生
施
設
組
合
庶
務
係
長
金

沢
浩
(
交
通
安
全
係
長
)
マ
企

画
調
整
課
付
(
係
長
)
草
井
袈
裟
弘

(
秘
書
課
主
査
)
マ
環
境
行
動
班
長

田
玉
唯
雄
(
工
事
事
務
所
主
査
)

マ
清
掃
事
務
所
庶
務
係
長
兼
上
田
市

真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
庶
務

係
長
橋
詰
丈
夫
(
上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
主
査
)
マ
神

川
第
二
保
育
園
長
村
田
道
雄
(
観

光
課
主
査
)
マ
観
光
係
長
田
玉

利
貞
(
財
政
課
主
査
)
マ
技
術
第

二
係
長
矢
幡
正
夫
(
耕
地
課
主
査
)

マ
都
市
施
設
係
長
須
藤
清
彬
(
都

市
計
画
課
主
査
)
マ
指
導
係
長

武
井
孝
(
建
築
指
導
課
主
査
)

マ
高
速
交
通
係
長
石
黒
豊
(
耕

地
課
主
査
)
マ
川
西
支
所
振
興
係

長
清
水
秀
雄
(
農
林
課
付
・
上
小

農
業
共
済
組
合
)
マ
庶
務
課
庶
務

係
長
関
陽
(
総
務
課
主
査
)

〈
主
査
紐
〉

マ
応
急
工
事
課
主
査
中
島
千
秋
(
清

掃
事
務
所
)
マ
塩
田
地
区
有
線
放

送
所
主
査
横
島
宏
(
川
西
支
所
)

マ
市
民
課
主
査
伊
藤
美
登
里
(
生

活
環
境
課
)
マ
生
活
環
境
課
主
査

間
宮
美
予
乃
(
農
林
課
付
・
上
小
農

業
共
済
組
合
)
マ
生
活
環
境
課
主

査
飯
島
邦
雄
(
業
務
課
)
マ
清

掃
事
務
所
主
査
村
林
勲
(
体
育

課
)
マ
管
理
課
主
査
岩
井
国
広

(塩
田
地
区
有
線
放
送
所
)

マ
川
西

支
所
主
査
中
村
寿
雄
(
国
道
バ
イ

パ
ス
課
)
マ
小
泉
小
学
校
主
査
宮

崎
喜
代
子
(
川
辺
小
学
校
)

マ
主

査
昇
格
塩
田
地
区
有
線
放
送
所

義
之
三
恵
子
(
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
)
、
農
村
整
備
課
田
村
光
広
(
資

産
税
課
)
、
南
小
学
校
前
橋
和
雄
(
塩

尻
小
学
校
)
、
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か

い
焼
却
場
組
合
富
田
篤
(
図
書

館
)
、
西
沢
規
俊
(
秘
書
課
)
、
土
屋
朝

義
(
企
画
調
整
課
)
、
坂
田
和
津
往
(
財

政
課
)
、
手
塚
一
彦
(
管
財
課
)
、
小
出

俊
(
生
活
環
境
課
)
、
川
上
邦
良
(
清
掃

事
務
所
)
、
柳
沢
剛
(
福
祉
課
)
、
南

沢
愛
子
(
産
院
)
、
清
水
恵
隆
(
商
工

課
)
、
竹
内
常
道
(
農
林
課
)
、
足
立
桂

之
輔
(
耕
地
課
)
、
酒
井
澄
幸
(
土
木

課
)
、
小
林
久
敏
(
国
道
バ
イ
パ
ス
課
)
、

柳
沢
勝
治
(
消
防
部
)
、
山
浦
賢
一
朗

(
消
防
部
)
、
中
村
光
広
(
消
防
部
)
、

若
林
国
子
(
川
西
支
所
)
、
黒
沢
定
暗

(
学
校
教
育
課
)
、
宮
下
省
二
(
西
部

公
民
館
)
、
込
山
祥
治
(
上
野
が
丘
公

民
館
)
、
春
原
茂
俊
(
第
一
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
)
、
保
坂
良
夫
(
第
二
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
)
、
小
回
中
吉
次
(
上

田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
)
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